
令和３年度財務諸表等の概要



令和３年度決算の概要
（農業信用保険勘定）



（参考）貸借対照表 （単位：千円）

令和２年度 令和３年度 増（▲）減額

資産 100,759,487 102,152,383 1,392,896 

負債 7,140,510 6,919,495 ▲ 221,014 

　 責任準備金 5,663,075 5,310,416 ▲ 352,659 

純資産 93,618,977 95,232,888 1,613,911 

 　資本金等 66,766,225 66,766,225  - 

 　利益剰余金 26,852,752 28,466,662 1,613,911 

（単位：千円）

令和２年度 令和３年度 増（▲）減額

保険金 2,001,460 1,934,163 ▲ 67,296 

保証保険事業助成金 278,913 474,162 195,249 

支払備金繰入  - 257,135 257,135 

政府事業交付金繰入 12,084 14,400 2,316 

責任準備金繰入 4,995,922  - ▲ 4,995,922 

その他費用 781  - ▲ 781 

計 7,289,160 2,679,860 ▲ 4,609,299 

人件費 462,217 480,101 17,883 

事務諸費等 215,414 256,926 41,511 

減価償却費 58,470 51,329 ▲ 7,141 

計 736,102 788,356 52,254 

8,025,262 3,468,216 ▲ 4,557,046 

保険料収入 2,574,571 2,426,278 ▲ 148,293 

回収金収入 1,929,282 2,067,776 138,493 

支払備金戻入 180,769  - ▲ 180,769 

政府事業交付金収入 11,208 10,105 ▲ 1,103 

責任準備金戻入  - 352,659 352,659 

計 4,695,830 4,856,817 160,987 

1,702 1,013 ▲ 689 

249,036 224,296 ▲ 24,740 

4,946,568 5,082,127 135,558 

▲ 1,509 ▲ 0 1,509 

▲ 3,080,202 1,613,911 4,694,113 

3,080,202  - ▲ 3,080,202 

 - 1,613,911 1,613,911 
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令和３年度決算の概要（農業信用保険勘定）

令和３年度は、
①経常費用について、責任準備金が前年

度の繰入から、戻入れに転じたこと等に
伴い、対前年度比45億57百万円減の34
億68百万円となった一方、

②経常収益について、ほぼ前年度並みの
50億82百万円となった結果、

前年度の当期純損失計上から、16億14百
万円の当期総利益計上に転じた。

（注）千円未満を四捨五入しているため、合計とは端数において合致しないものがある。



令和３年度決算の概要
（林業信用保証勘定）



（参考）貸借対照表 （単位：千円）

令和２年度 令和３年度 増（▲）減額

 資産 107,189,211 100,865,901 ▲ 6,323,310 

　  求償権償却引当金 ▲ 2,595,853 ▲ 2,326,653 269,200 

 負債 42,847,537 36,217,676 ▲ 6,629,861 

　  保証債務損失引当金 1,786,718 1,434,926 ▲ 351,792 

 純資産 64,341,674 64,648,225 306,551 

　  資本金等 60,552,886 60,528,573 ▲ 24,313 

　  利益剰余金 3,788,789 4,119,652 330,864 

令和３年度決算の概要（林業信用保証勘定）

令和３年度は、
①経常費用について、保証債務損失引当金

及び求償権償却引当金が、前年度の繰入
れから、戻入れに転じたこと等に伴い、対前
年度比５億80百万円減の５億94百万円と
なった一方、

②経常収益について、上記のとおり、保証債
務損失引当金を戻し入れたこと等により、対
前年度比３億31百万円増の９億24百万円と
なった結果、

前年度の当期純損失計上から、３億31百万
円の当期総利益計上に転じた。

（注）千円未満を四捨五入しているため、合計とは端数において合致しないものがある。



令和３年度決算の概要
（漁業信用保険勘定）



令和２年度 令和３年度 増（▲）減額

資産 77,606,030 74,523,646 ▲ 3,082,384 

負債 13,523,050 13,187,909 ▲ 335,141 

　責任準備金 261,101 181,597 ▲ 79,504 

純資産 64,082,980 61,335,738 ▲ 2,747,243 

　資本金等 53,302,154 49,447,660 ▲ 3,854,494 

　利益剰余金 10,780,826 11,888,077 1,107,251 

（単位：千円）

令和２年度 令和３年度 増（▲）減額

保険金 691,823 678,572 ▲ 13,251 

保証保険事業助成金 95,997 123,390 27,393 

国庫納付金 142,846 99,366 ▲ 43,480 

支払備金繰入 43,519 -                    ▲ 43,519 

その他費用 33,506 31,379 ▲ 2,127 

計 1,007,692 932,708 ▲ 74,984 

人件費 266,002 248,949 ▲ 17,052 

事務諸費等 106,377 96,867 ▲ 9,510 

減価償却費 22,348 23,339 990 

計 394,727 369,155 ▲ 25,572 

1,402,419 1,301,863 ▲ 100,556 

保険料収入 730,545 655,403 ▲ 75,142 

回収金収入 622,986 567,702 ▲ 55,284 

政府事業交付金収入 608,228 898,233 290,005 

支払備金戻入 -                    16,302 16,302 

責任準備金戻入 120,382 79,504 ▲ 40,879 

その他収入 26,896 15,549 ▲ 11,347 

計 2,109,037 2,232,694 123,656 

1,078 498 ▲ 580 

193,891 175,923 ▲ 17,968 

2,304,006 2,409,114 105,108 

▲ 1,993 ▲ 0 1,993 

899,594 1,107,251 207,657 

899,594 1,107,251 207,657 
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令和３年度は、
①経常費用について、国庫納付金の減少や、

支払備金が戻入れに転じたこと等により、
対前年度比１億１百万円減の13億２百万
円となった一方、

②経常収益について、求償権償却に伴う政
府事業交付金収入の増加等により、対前
年度比１億５百万円増の24億９百万円と
なった結果、

対前年度比２億８百万円増の11億７百万円の
当期総利益を計上した。

令和３年度決算の概要（漁業信用保険勘定）

（注）千円未満を四捨五入しているため、合計とは端数において合致しないものがある。

（参考）貸借対照表 （単位：千円）



令和３年度決算の概要
（農業保険関係勘定）



（単位：千円）

令和２年度 令和３年度 増（▲）減額

人件費 9,262 13,701 4,439 

事務諸費等 3,312 2,546 ▲ 766 

減価償却費 328 395 67 

計 12,902 16,641 3,740 

1 -                 ▲ 1 

12,903 16,641 3,739 

52 -                 ▲ 52 

13,712 13,710 ▲ 2 

0 21 20 

13,764 13,731 ▲ 33 

▲ 1,478 ▲ 0 1,478 

▲ 617 ▲ 2,910 ▲ 2,294 

617 2,910 2,294 

-                 -                 -                 
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令和３年度は、
①経常費用について、人件費が増加したこと

等により、対前年度比374万円増の1,664万
円となった一方、

②経常収益について、貸付金利息が減少した
こと等により、対前年度比３万円減の1,373
万円となった結果、

対前年度比229万円増の291万円の当期純損
失を計上したが、これと同額を前中期目標期
間繰越積立金から取り崩して充当することに
より、損失を次年度に繰り越すことはない。

令和３年度決算の概要（農業保険関係勘定）

（注）千円未満を四捨五入しているため、合計とは端数において合致しないものがある。

（参考）貸借対照表 （単位：千円）

令和２年度 令和３年度 増（▲）減額

資産 3,860,581 3,859,193 ▲ 1,388

負債 52,070 53,592 1,522

純資産 3,808,511 3,805,601 ▲ 2,910

 　資本金 3,600,500 3,600,500                    -

 　利益剰余金 208,011 205,101 ▲ 2,910



令和３年度決算の概要
（漁業災害補償関係勘定）



令和３年度は、
①経常費用について、貸付金増加に伴う、

貸付原資調達に係る短期借入金の増加
による利息支払の増等から、対前年度比
109万円増の2,138万円となった一方、

②経常収益について、短期貸付金の増加
に伴う利息の増収等により、対前年度比
6,260万円増の7,310万円となった結果、

前年度の当期純損失計上から、5,171万円
の当期総利益計上に転じた。

（単位：千円）

令和２年度 令和３年度 増（▲）減額

人件費 14,698 9,913 ▲ 4,785 

事務諸費等 4,652 2,285 ▲ 2,367 

減価償却費 358 471 113 

計 19,708 12,668 ▲ 7,040 

587 8,714 8,127 

20,295 21,382 1,088 

4,945 67,533 62,588 

5,549 5,529 ▲ 20 

0 34 34 

10,494 73,097 62,602 

▲ 122 ▲ 0 122 

▲ 9,923 51,714 61,637 

9,923 -                 ▲ 9,923 

-                 51,714 51,714 

臨時損失(▲)

当期純利益又は当期純損失(▲)
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令和３年度決算の概要（漁業災害補償関係勘定）

令和２年度 令和３年度 増（▲）減額

資産 11,182,826 19,979,951 8,797,126

負債 5,222,684 13,968,096 8,745,411

純資産 5,960,141 6,011,856 51,714

資本金 5,820,900 5,820,900 -

利益剰余金 139,241 190,956 51,714

（参考）貸借対照表 （単位：千円）

（注）千円未満を四捨五入しているため、合計とは端数において合致しないものがある。


